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クラブ名 変更内容 日　時・場　所

加古川中央ロータリークラブ
例会変更 １２月２１日（木）→１８:００～

年末家族例会のため

休会 １２月２８日（木）

休会 １月４日（木）

加古川ロータリークラブ 例会取り止め １２月２６日（火）

休会 １月２日（火）

例会変更 １月３０日（火）→２月３日（土）
東播第２グループＩ．Ｍ．のため

明石ロータリークラブ 休会 １２月２７日（水）【定款第８条第１節（c）】

休会 １月 3日（水）祝日扱い休会

加古川平成ロータリークラブ 例会取り止め １２月２７日（水）

休会 １月３日（水）

例会取り止め １月３１日（水）

明石西ロータリークラブ 休会 １２月２８日（木）【定款第８条第１節（c）】

高砂ロータリークラブ 休会 １２月２９日（金）

例会変更 １月１９日（金）→１月２１日（日）
家族例会のため

（注）高砂青松ロータリークラブのホームページにも掲載しています。……ホームページの情報の方が早く把握できます。

都倉　達殊
本日は、年次総会並びに上期事業報告の後半
を、お願い致します。

森脇　祥文
青松ロータリーゴルフ部コンペ、先日優勝
させていただきました。ありがとう御座居
ました。

志方　正昭・田中　浩行・青柳　　淳
澤田　孝彦・吉川　　弘・佐野　栄作
大橋　卓司・櫻井　宣孝・庄司　　武
増田　耕太郎・三枝　丈次・砂川　仁史
村上　則宏・西田　光衛
花をかざりましょう。

１．地区より
　　地区補助金プロジェクト見学訪問の案内が届いています。
　　　加古川平成ＲＣ
　　　　「地域活性化に向けた廃鶏利用による加工食品の開発支援」
　　　　　県立農業高校との合同プロジェクトです。
　　　　　メークアップ扱い可
　　　　　回覧します。

幹事報告　第 23 回（通算１７５４回）

例会記録　2017.12.13（水）　通算 1870 回

ソ ン グ

出 席 報 告

  「奉仕の理想」「四つのテスト」
１１月２９日　会員数４３名　欠席者 　０名　  出席率　100.0％ （修正による）

　（この内出席免除者　１１名） 
１２月１３日　会員数４３名　欠席者 　８名　  実出席者数　３２名

　（この内出席免除者　１１名）   　出席率　80.00％

年次総会が開催され、高砂青松R.C. 細則の変更、次年度役員が承認されました。

会長選考委員会より、会長ノミニーに佐野　栄作会員が選考されました。

◇  ◇  プログラム予定  プログラム予定  ◇◇

12 月 6 日（水）
上期事業報告

1月 10 日（水）
卓話
高砂市長
登　幸人 様

11 月 22日（水）
会員卓話

増田　耕太郎 会員

11月 29日（水）
創立 40 周年記念

及び
Ｉ.Ｍ.実行委員会（第5回）

12 月 27日（水）
休会

【定款第8条第1節（c）による】

1 月 3日（水）
休会

【定款第8条第1節（c）による】

12 月 20 日（水）
会員卓話

京谷　愼平 会員

昼食メニュー

牛しぐれ煮弁当



会　長　　都　倉　達　殊
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　青　木　裕　加 クラブ会報委員長　　佐　野　栄　作

食は根元

　病気でしばらくの間、絶食を余儀なくされていた人が、うすいお
かゆを出されたとき「おお神様」と叫んで、まだ箸をつけていない
のに元気を取り戻したという実話があります。

　私たちは朝に食事をしたかと思うと、もう昼の、そして夜の食事
というように誠に忙しい。

　朝から晩まで食べることの連続です。この食事ができなくなったらどうなるか。

　食べ物を食べるという大仕事は、じつは政治、経済、芸術さらには宗教や倫理道徳など
の根元である。食い物がなければ人間生活は維持できないのである。生まれた赤ちゃんに
はすぐに母親が乳を与えるではないですか。

　生きているとは食べて栄養を摂取し、消化していることである。生きていない人間は、
美を、芸術を創造することもできないし、鑑賞も出来ない。ましてや人間の経済活動はそ
の始めから終わりまで食事を軸にしているといってよいでしょう。だから食事の大切さを
忘れてはならない。

　神が人類に食べ物を与えたり、時にはその作法を教えたりするのは、各国、各民族にお
いて極めて重要である。宗教の根元は神であるが、その神の恵みとしての食べ物こそ人間
生活のもとであり、食べ物、その作法、儀礼は宗教のもと・重要な幹をなしていると言え
ます。

　食べ物についての心情、食べ方についての道が自覚されて倫理道徳となる。食事は礼儀
の基本で、「いただきます」「ごちそうさま」という簡単な挨拶さえ、ろくに言えない人た
ちが多くなっています。

　このことは、家庭教育がまことに重要であり、子供は親の真似をして育つとも言われます。

　自分の生命の基を軽視して、他の事がらを尊重できるはずがないので、親が模範を示し
実践していかねばなりません。


